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2 足歩行ロボット競技 

《Humanoid Robot Kick & Try game》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■競技要項 

１．ロボットの規格・構造 

（１）脚数：２足ですべて動作すること。 

（２）大きさ：直立静止状態で、腕など突起物をすべて真上に上げた状態で 

３０ｃｍ四方に入り高さは最長６０ｃｍ以内であること。 

（３）重量：特に規定しない。 

（４）電源：ロボットに内蔵した密封型電池であること。 

（５）安全性：競技者や観客、競技台に危害や損傷を及ぼす機構（火気や熱、液体、爆発物の使用や 

飛び出し機構）でないこと。 

（６）歩行機構・歩行動作：動力を回転運動によって接地面に伝達しての移動 

（通常のタイヤ移動）ではなく、モータなどの回転運動をリンク機構やサーボモータを介して 

揺動する脚部と接地面の一時的接触による歩行機構で、ロボットを移動させる最終運動が脚部の 

揺動、前後運動であること。 

（７）ロボットの制御・操作法：無線操作（ラジコン操作など）であること。 

（８）ロボット本体：市販されているロボットまたは自作のロボットいずれでも構わない。 

ただし、予選競技と決勝競技とは同一ロボットとし、変更・改造してはならない。 

（９）ロボットハンドは、ボールを把持する（保持、把握または抱えるなど）する動作ができること。 

（１０）校名とロボット名を適当な位置に明記（貼付）すること。 

 

2 足歩行ロボット競技は、歩行の安定性と運動性能というそれぞれ背反する二つの性能を昨年度とほぼ

同様のルールで競う。 

 予選競技は予め置かれた卵型ボール（発泡スチロール）の位置までロボットが移動し、ボールを蹴る、

持つを問わずゴールしたボールの個数とゴールの難易度で決められたポイントを競う。決勝競技はラグビ

ーやフットボール、サッカーなどの要素を取り入れ、予選競技よりもゴールの難易度を高め、それぞれの

ゴール動作に得点を与えた競技とした。予選、決勝競技とも通常の歩行動作のほか、ボールの把持等によ

る四肢の慣性運動が加わり、把持機構やロボット剛性に一層の工夫が必要となる。  

 従って、ロボット歩行・動作の安定性と運動性能をソフトウェアでいかに引き出すかが技術的課題であ

る。また、決勝はトーナメントであり操縦技術と作戦も勝敗に大きく左右するため、チームプレーが勝ち

上がるための要因ともなる。 
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２．ボールの規格 

   卵型発泡スチロール： 発泡スチロール タマゴ 径 105×150 ミリ 

   （最大直径：105 mm、最大長さ：150 mm、重量：約 20 g 

商品コード：2400005343436） 

     

スプレー、マジック等で赤又は青などに着色する 

 

 

 

写真 1 ボール画像 

 
 
３．競技場 

競技場は同一の二つの競技場があり、予選競技ではクロスバーがない（40φポール（ゴールポスト）

は設置してある）。 

 
透明アクリル板 
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図１ 競技場 

 
G エリア：800×600  F エリア：1600×1450  Ball：卵形発泡スチロール     

ポール：長さ 800×40φ（木製）クロスバー：高さ 200×20φ（木製） 

G、F、START の各エリアはテープで区分けする。 

競技場表面の材質 製造会社：アイカ工業株式会社 

品名：アイカハイボード 品番：RB５４１２ 色：スカイグレーG エリア：800×600  
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４．予選競技 

４－１ 競技方法【競技時間２分】 

（１） 競技は予め委員会で定めた順序と競技場で A、B 競技場同時にそれぞれ 1 台のロボットで競技を

行う。 

（２） ロボットはスタート合図でスタートエリア内からスタートし、予め置いてある 2 個のボール C

をゴールエリア G にゴールするポイントを競う。 

（３） ボールのゴールエリア G までの移動手段は蹴る、持つ、抱えるなど方法は問わない。 

（４） ポイントは次の三つとする。 

① ホールドトライ：3 ポイント  

ホールドトライとは G エリアの外側からロボットがボールを持って（抱えて）G エリアに入っ

た場合    

② タッチトライ：2 ポイント 

タッチトライとは G エリア内にあるボールにロボットがハンドでタッチした場合 

③ 競技終了時点で G または F エリア内にゴールしてないボールがある場合、ボール 1 個につき、

1 ポイント。 

（５） スタートエリアから出たロボットに操作者が触れた場合、そのロボットは失格となる。 

（６） 場外にボールが出た場合、ボールは補充しない。 

（７） 競技終了 

・競技時間 2 分が経過した場合 

・2 個のボールがゴールまたは競技場内にボールがない場合 

・競技者からの申し出で審判が許可した場合 

（８） 競技場 A、B を入れ替え、（１）から（７）を行う。 

 

４－２ 決勝トーナメント進出ロボットの選出方法 

 決勝トーナメント進出ロボットは、前半、後半の 2 回の競技を通して次の順序で８台を選出する。 

① 合計獲得ポイント数 

② ホールドトライ数 

③ タッチトライ数 

④ ２個のボールをゴールした競技終了時間の早いロボット 

⑤ 上記で定まらなかった場合、当該ロボット同士の再試合とする。 
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５．決勝トーナメント競技 

５－１ 決勝トーナメント・敗者復活戦（３位決定戦） 

 予選順位をもとに次のトーナメント表に従い、対戦競技を行う。 

 
 
 
 
 

⑪ 
決勝戦 ⑨ ⑩ 

⑤ ⑥ 3 位決定戦 3 位決定戦 
準決勝 準決勝 ⑦ ⑧ 

① ④ ③ ② 敗者復活戦 敗者復活戦 
 
 
 
 

 
 

決勝トーナメント 敗者復活戦 

 
５－２ 決勝トーナメント・敗者復活戦競技方法 

５－２－１ 競技方法【競技時間２分】 

競技場は予選競技場にクロスバーが設置してある。 

（１） スタート合図の後は、予選競技に同じ（予選競技方法（２）、（３）、（５）、（６）、（７）、（８））。 

（２） ポイントは次の５つとする。 

① G ゴール（ゴールポストゴール）：５ポイント 

G ゴールとは、F エリアの外からキックまたはスローイング（片手で投げる場合も含む）でクロ

スバーの上をボールが通過した場合 

② クロスバーゴール：４ポイント 

① でクロスバーの下をボールが通過した場合 

③ ホールドトライ（予選競技に同じ）：３ポイント 

④ タッチトライ（予選競技に同じ）：２ポイント 

⑤ 競技終了時点で F または G エリアにゴールしていないボールがある場合、ボール１個につき１

ポイント 
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５－２－２ 競技トーナメント・３位決定戦の勝敗 

勝者は前半、後半戦の２回の競技を通じて、次の順位で決定する。 

前半、後半２回の競技の合計獲得ポイント数 

① 合計獲得ポイント数 

② G ゴール数 

③ クロスバーゴール数 

④ ２個のボールをゴールした競技時間の早いロボット 

⑤ 予選順位の高いロボット 

 

６．留意事項 

 本ルールに定めのない事項が発生した場合は、ロボット委員会で協議の上、決定する。 

 

 

以上 

 
 
 


